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第 ４ 号 

第１号では、算数・数学を指導していく上での重要なポイントを４つ挙げました。 

今回は、ポイント 3「子どものつまずきを想定し、見取り、手立てを講じる」ことについて、掘

り下げていきます。 

 
 
 
授業では、つまずいている子どもを見取り、何に困っているのかを把握して、手立てを講じるこ

とが留意すべきことのひとつです。自力・協働解決時等にＣ評価の子どもは終末ではＢ評価へ、Ｂ

評価の子どもはＡ評価へと成長できるように授業の中で支援することが重要です。 

 文部科学省国立教育政策研究所教育課程研究センター「『指導と評価の一体化』のための学習評

価に関する参考資料」（小学校算数）の「第６学年分数のわり算」を例に、大切にしたい見取り例

を紹介します。 

                          
１ 単元全体を見通しての見取り                        

◆ 前時までの「指導に生かす評価」をもとに、本時の指導計画に生かして達成！ 

第１時で「・思①」（指導に生かす評価）を見取ります。ここでのつまずきの把握を第２・３時 

での指導に生かし、すべての子どもが「○思①」（記録に残す評価）を達成できるようにします。 

（【資料１】【資料２】） 

 
２ 終末の適用問題等でねらいを達成するための見取り          

◆ つまずきを予想した指導計画（手立て）で達成！                     

つまずきを具体的に明文化し、その手立てを明確にします。誤答例を考える  

ことも効果的です。（【資料３】） 

◆ 問題解決（自力・協働解決）場面等での見取りを生かしながらコーディ 

ネートし、適用問題では達成！ 

  問題解決場面等でのつまずきを見取り、どこまで分かっていてどこから分か 

らないのかを把握し、つまずきの根拠を明確にしながら学び合う活動を重視し   【資料１】 

ましょう。                                  

ふくしま学力調査結果からは、県全体で中・下位層の伸びに課題が見られます。本時、本単

元のねらいの達成に向けて、子どもの表情やつぶやき、発言等をつなぎながら、すべての子ど

もが分かる授業を目指しましょう。  

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

【資料２】                【資料３】 

ポイント３ 子どものつまずきを想定し、見取り、手立てを講じる 



 

今回は小学校算数の「図形」の問題です。 

授業や週末課題などの家庭学習に、積

極的に取り入れてみてください。 

 これまでの学習経験を総動員させて考

えることで、解決できる楽しさを味わえる

問題です。 

 

 

 

 

 

【解答例】 

 

 

 

 

 

 

 


